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 介護認定された方も そうでない方も ご一緒に参加しませんか。 

 あなたは どんな老後を望みますか。今までできたことが できなくなった時 いつもと変わら   

ない暮らしが どこかで違ってくる。そんなとき 私たちは「老い」を感じます。 

 自分自身の「老い」を正しく見つめ いかに 楽しい暮らしを送ることができるか ご一緒に

考えませんか。できなくなったことを嘆く前に 今できることの喜びを大切にしましょう。 

 きっと 新しい明日が見えてきますよ。 

爆笑のオレオレ詐欺防止寸劇   懐かしい風情 

     川流しで花見 

 石川県加賀市を流れる大聖寺川は、

山中温泉から加賀市内を通り、塩屋で北方湖と

合流して日本海に注ぎます。 
 

 福井も以前は「細呂木から舟で吉崎参り」を

したそうですが、加賀地方の皆さんも、新婚旅

行にと「六間掘から川舟に乗って吉崎詣で」に

行かれたそうです。 

 写真の舟の右側には、大聖寺藩主の茶室であ

る重要文化財「長流亭」がありますが、丁度こ

の辺りが桜の名所でもあります。 

 川岸に立って舟を眺めていると、舟頭さんが

生歌を歌いながら、櫓を漕いでいきます。 
 

 お花見に参加した利用者の方も、素敵なとこ

ろがこんな近くにあったんやねえと喜んでくだ

さいました。 

 みなさん！オレ

オレ詐欺対策は大

丈夫ですか？ 

 今回の舘サロン

は、さかい警察署

の み な さ ん に よ

る、お 芝 居 で し

た。 

 お話では、今回が結成２回目の公演とか･･･。 

 大ベテランのボケ役？木部駐在所の方が、春江

の若手イケ面２名をアドリブでかき回しながら、

日々進化している詐欺の手口や 交通事故の注意

点、高齢になってからの車との付き合い方など

を、劇を通して面白おかしく伝えて下さいまし

た。トラブルが起きても直ぐにお金がいることは

ありません。 

 怪しい電話にはくれぐれも気をつけてくださ

い。丸岡署のみなさん、ありがとうございまし

た。 
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いつもいつも  利用者の方々と利用者の方々と  共に共に          

    そしてそして  いつかいつか  利用者に利用者に  なる日のためなる日のため

 老いを楽しむ方法を 

      いっしょに考えてみませんか？ 

 ついつい鏡を見るのがいやになります。時折

TVの「くすみやたるみが解消しますよ！」とい

う化粧品のCMにいつしか見入っている自分にあ

きれます。 七十路も越えると日に日に老いの一

途をたどっているなぁ、というのが実感です。 

 ５０年も昔の頃、取り柄のない自分に高校の

恩師は言いました「お前たちのように生まれな

がらの不美人はしょうがない、親を恨むでな

い、自分で顔を作れ！知的美人になれ！」しっ

かりけなされながらも、妙に頷いていた自分た

ちがいました。 

 そう みんなに必ず来る「老い」ならば 楽

しく「老い」を迎える準備をしませんか？ 

 自分もしたいことがいっぱいありました。そ

ろそろ手をつけようかな？と思った頃には 体

力が無いことに気がついて唖然となったもので

した。 

 しかし捨てるの

が惜しくて 恨め

しげに見ていてい

たのですが 留守

の間に娘たちが惜

しげもなくすっか

り処分してしまっ

たのです。 

 落ち込んでいる様子を笑いながら見ていた娘

たちは 「歳を考えてよ！歳に見合ったものが

あるでしょ！歳相応の世界観を持たないと老け

るわよ」出来なくなったことに 惨めたらしく

しがみつくよりも、楽しく出来るものを探せと

いうのです。「（あなたには）元気に行動でき

る時間はもう限られているんだから・・・」と

も。 

 ちょっと目が覚めました。七十歳にして新た

な趣味探しを始めたのです。誰のものでもない

自分の時間を楽しく大事に使おうじゃないか

と。え？鏡ですか？見ますよ、でも顔は瞬時、

全身を写して 猫背を直したいなと 毎日見て

います。だって 猫背で陰気なおばあちゃんで

は 孫にもそっぽを向かれてしまいますから

ね。 

  

 かつての笑点で「私には難しいことは分から

ないんですが･･･」と、当時の楽太郎さん（現２

代目円楽）の難しい時事話を受けて、親しみや

すいご挨拶をされるのが、林家こん平さんでし

た。  
  

 今でも当時の笑点が「ＢＳ笑点なつかし版」

として放送されています。 

 若い方には「こぶ平さんの師匠で、２４時間

ＴＶのマラソンのときに、応援で車椅子で出て

た」という印象だと思います。 
 

 昨年も、今年に入ってからも、各地で事件・

事故が相次ぎ、戦争の一歩手前ではと思うこと

も多々あります。 

 福井風に言うと世界中に「わけなし」が増え

たということでしょうか。 

 地球全体が上手く回っていないといいます

か。 
  

 そんな時代だからこそ、こん平さんの「人を

温かくさせる心」を忘れずに、自分とそれを取

り巻く環境について考え直してみたいと思って

います。 
  

 「大地を人のために」と書いてあるダンプカーを見る

と、複雑な気持ちになる  （と） 

ひとりごと・・ 林家こん平さんの心で 


